1 蟹は親を殺されたことで、猿に憎しみを感じ、臼を自宅に呼び出す。
2 栗に猿殺害（or傷害）を依頼。（内容は割愛→理由後述）

3 栗は蜂・臼に協力を求め、臼がとどめをさすことで合意。
4 猿を家に呼びつけたのは蟹である。（首謀者であり、自分の家なのだから、臼が降ってくる等の実行者の配置は確認できた。）
理由

· 出来るだけ、実際のストーリーに近くしてみたかったため、某百科事典に書かれているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・・),あらすじ)にかなり近いです。
· 順次共謀にしたのは、弁護側が無罪主張するときに、「そもそも依頼などしていない」「猿を家に呼びつけたのは、異なる目的があったから」などが、一番楽なのではないかと思ったため（自分の調べた判例に近いです）。実行者については、公判中は、全員が蟹の依頼があったことを否認するという設定になると思います。

· ②に関しては、検察側は情況証拠で固めることになると思うので、依頼がどこまでとか、詳しい内容とかは立証できないと思います。

· 結果的に落としどころは、臼が猿の上に落ちることが分かっていて、止めなかったのであるから、依頼の内容がどうだったかを問わず、「最低でも未必の故意（認識し、認容していた）は認めることが可能」くらいが妥当だと思います。
高柳
